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要旨：近年脳科学の発展は著しく、様々な分野で脳科学からの新しい知見が応用され
ようになっている。多摩大学生に脳科学の入門教育を行うことは、チャレンジ精神を
もって新しいことに挑戦し、自ら問題を発見し、解決する能力を持った人材を育てる
教育に貢献できると考える。本報告では、脳科学入門のための教育研究環境を構築す
る一環として行われた脳波計測関連のゼミ研究調査活動について報告する。経営情報
学部ではパワースポットの魅力について、グローバルスタディーズ学部では自動車運
転時の危険予知についての教育研究活動を具体例として挙げ、その実験方法と成果を
報告し、課題や今後の取り組みについて考察する。 
キーワード： 脳波計測、パワースポット、リラックス度、集中度、自動車運転、危険
予知、独立成分分析 
 
Abstract: In recent years the development of brain science is remarkable, and new 
findings from brain science are applied in various fields. Carrying out the 
introductory education of brain science to Tama University students will 
contribute to nurturing human resources who are willing to challenge new fields 
and have the ability to discover and solve problems themselves. This report reports 
on the research activities related to electroencephalogram (EEG) measurement 
conducted in seminars as part of constructing the educational research environment 
for brain science introductory education. The educational research activities on 
charm of power spots conducted at School of Management and Information 
Sciences, and that on danger prediction during car driving conducted at School of 
Global Studies are raised as concrete examples. The experimental methods and 
results are reported; meanwhile, issues and future work are discussed. 
Keywords: electroencephalogram (EEG) measurement, power spot, relaxation, 
concentration, car driving, danger prediction, independent component analysis 
(ICA) 
 
 
1. はじめに 
 近年の脳に関する科学的計測技術の著しい進展によって、脳活動への客観的で非侵襲的
な計測が実施しやすくなってきている。脳活動計測により、感情状態を主観的でなく、客
観的に判定することが可能になり、さまざまな領域での応用が期待されている。本研究で
は、ゼミ学生に脳科学の入門教育を行い、脳活動計測実験を体験させることにより、チャ
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レンジ精神をもって新しいことに挑戦でき、自ら問題を発見し、解決する能力を持った人
材を育てることを目的にしている。この試みは多摩大学の教育研究の多様化にも貢献でき
ると思われる。さらにこうしたゼミ教育活動を通じ、実験手順やデータ解析方法などを習
得し、脳に関するさまざまな実験研究や応用研究を自ら主体的に進めていける人材を育成
する教育研究環境の構築に寄与できるものと考える。グローバルスタディーズ学部と経営
情報学部での共同研究を通じ、教員間・ゼミ学生間での協力関係、コミュニケーションの
活性化にもつながるだろう。本報告では経営情報学部とグローバルスタディーズ学部で行
ってきた脳科学に関する教育研究活動について報告し、今後の課題や取り組みの方向性な
どを考察していく。 
 
2. 経営情報学部での教育研究活動 
2.1 ホームゼミでの教育研究活動の概要 
良峯ホームゼミナール（経営情報学部）では、２年生全員が「パワースポットの魅力を
脳波計測による生理学的指標の観点から分析する試み」という昨年度からの継続テーマで
調査研究に取り組み、３年生は３つグループに分かれ、それぞれが卒業研究を念頭におい
て、関心をもってテーマを設定し、調査研究を行っている（「虚偽行為の観測」「画像の認
識による脳波の変化～データから好き嫌いを判断する」「脳波によるモスキート音実験の認
識実験」）。ゼミ生たちがこの約 1 年間で取り組んできたこれらの調査研究成果については、
経営情報学部のアクティブラーニング発表祭（2017 年 12 月 9 日開催）で公表されている。
３年生の調査研究はまだ発展途上の段階にあり、ここでの報告は控えたいが、「パワースポ
ットの魅力を脳波計測による生理学的指標の観点から分析する試み」については、昨年度
からの継続研究テーマということもあって、一定の研究成果が得られたように思うので、
今回、学生とともに実験・調査を行い、データ処理の手続き・方法を指導してきたゼミ担
当教員としての視点から、あらためて研究成果を報告したいと思う。 
近年、「パワースポット」という言葉は、今日では「観光スポット」の代名詞であるかの
ように使われている。ただし、「パワースポット」という言葉自体は和製英語であり、英語
では“Sacred Places”もしくは“Spiritual places”と表現されることが多い。背景となる
文化や歴史が異なっていても、こうした場所が観光訪問先として人気があるのは、日本人
だけでなく、外国人の間でも同様のようだ。パワースポットは古来からの自然信仰と関連
が強く、大自然からの何らかのパワーをより強く感じられる特別な場所としてみなされて
いる。しばしば神社仏閣などの宗教的施設や修行場などがパワースポットとされているの
も、自然のエネルギーやパワーを感じやすい場所を選んで設置されたからだと説明されて
いる。 
しかし自然の何らかのパワーやスピリットを感じられるといっても、それはいったいど
んな感じで、どんな具体的影響が心に及ぶのかといった点について、これまで具体的な調
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査・報告はほとんど行われていない。そうした試みは、本来、科学的な対象とはなりえな
いものを科学的なものさしで測ろうとする無意味で余計なお節介と思われるのかもしれな
い。とはいうものの、多くの人々がそれを信じ、期待してパワースポットを訪れているの
だから、パワースポットに人の心に影響を与えるような何らかの性質があることを、客観
的な方法で示すことができれば、パワースポットの存在意味をより明確に主張することが
できる、ひいてはその観光地としての価値を一層高めることができるだろう。 
そこで良峯ホームゼミでは、心の状態を具体的に反映する生理的指標として脳波信号を
使い、パワースポットにおける心理状態の特徴を調査、研究する試みを２年前から行って
いる。そこでは、脳波測定のノウハウを学ぶ野外実習を兼ねて、ゼミ生たちがさまざまな
パワースポットを訪れ、静かに座って閉眼時、開眼時の脳波をお互いに測定しあう。後日、
研究室内で同様の脳波測定を行い、測定された脳波データに PC 上でノイズ除去、周波数分
析などの処理を行ったうえで、最終的に「集中度」「リラックス度」という２種類の指標値
を算出する。研究室とパワースポットの間でこれらの指標値に有意な差が生じるかどうか
を検証することで、パワースポットに特有の心（または脳）へ作用が存在するかどうかを
客観的、数量的に示そうというのがこの調査研究の目的である。もしパワースポットの魅
力を心や脳に対する具体的な影響力として実証的に提示することができれば、それを新た
な PR 材料として、多摩地域のみならず、さまざまな地域に点在するパワースポットの魅力
と価値をあらためて世の中に訴えかけ、地域貢献につなげることができるのではないかと
考えている。 
以下、今年度に多摩地域内外の数か所のパワースポットに赴き、現地
で行った脳波測定とパワースポット以外の場所（大学研究室内）で行っ
た脳波測定の概要を述べるとともに、それらの脳波計測データをどのよ
うに分析したか、そして結果としてパワースポットとそれ以外の場所で
測定した脳波計測結果にどのような違いが見られたかを報告、考察する。 
 
2.2 計測地として選んだパワースポットについて 
(1) 払沢の滝（西多摩郡檜原村） 
檜原村の払沢の滝は、東京都で唯一「日本の滝百選」に選ばれている
落差 62 メートル、全 4 段からなる滝である。美しい緑に囲まれ、良質な
水しぶきとともにマイナスイオンが大量に空気中に放出されている様子
を直接肌で感じることができる。滝壺には大蛇が棲んでいるという言い
伝えもあって、関東屈指のパワースポットのひ
とつと称される所以が感じられる。 
(2) 日原鍾乳洞（西多摩郡奥多摩町） 
関東随一の規模を誇る鍾乳洞で、足を踏み入
図２ 日原鍾乳洞 
図１ 払沢の滝 
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れると、荘厳な雰囲気の白衣観音をはじめとする石筍、石柱が乱立し、果ての見えない「天
井知らず」があったりと、幻想的な景観が繰り広げられている。かつてこの地域は山岳信
仰の中心地のひとつだったこともあり、現世から隔絶されたこの場所に大自然の偉大さ、
不思議さが感じ取れた。 
(3) 小河内神社（西多摩郡奥多摩町) 
小河内神社は奥多摩ダムの水源として小河内貯水池が作
られたときに水没した 9 社 1 祭神を観請して創建された鎮
守神であり、首都用水の守り神にもなっている。この神社
には蔵王権現像をはじめ平安時代から鎌倉期にかけての作
とみられる多くの神像が祭られており、そのことも相まっ
て、この地域きってのパワースポットに数えられている。 
(4) 伊勢神宮（三重県伊勢市） 
伊勢神宮は夏季合宿の際（９月）に訪れた。いうまでもなく千三百年にわたって日本古
来の伝統文化、精神を継承する日本最大のパワースポットである。敷地内での脳波測定は
許可されなかったため、すぐ脇に流れる五十鈴川の河原で脳波測定を試みた。しかしゼミ
室に戻って、脳波データを分析しようとしたところ、ほとんどのデータがうまく測定され
ておらず、分析できない状態だった。遠征のせいで機器の調子が悪かったせいか、はたま
たお伊勢様の許しが得られなかったせいなのかは不明である。 
 
2.3 脳波計測およびデータ分析方法について 
今年度の計測実験では、脳波測定器として OPENBCI 社の 8 チャンネル、サンプリングレ
ート 250Hz の脳波計および EMOTIV 社の 14 チャンネル、128Hz の EPOC+などを使用し、得ら
れた計測データに対して分析処理を行い、最終的に「集中度」「リラックス度」という２
種類の指標を求めた。脳波は表情や体の動きなどに敏感に影響を受け、ノイズ（アーティ
ファクト）が混入しやすい。そのため被験者に静かにリラックスした状態で座ってもらい、
閉眼・開眼それぞれ 3分間の計 6分間で脳波計測を行った。これによって得られた脳波デ
ータに対し、MATLAB という信号処理用システムと EEGLAB という脳波分析用プログラムを使
用して、フィルタリングによるノイズ除去や周波数解析を行った。 
        
図 4 研究室内での脳波周波数分析例       図 5 パワースポットでの脳波周波数分析例 
図３ 小河内神社
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2.4 データ分析結果 
昨年度の実験結果では、データ数が少なく、統計的に有意とまではいかなかったが、開
眼時、閉眼時ともに、若干、パワースポットの方が集中力を高める効果があることが示唆
された。今年度は、昨年度のデータのうちノイズ混入によって明らかに異常値を示してい
たデータを取り除き、新たに測定したデータを追加した。新たに追加した脳波データも、
既存のデータ同様にノイズによる異常値を含むものをあらかじめ除去し、脳波を正しく反
映しているデータに限定して分析を行い、指標値を算出した。表 1、図 6は各被験者で算出
した「リラックス度」「集中度」の指標値がパワースポットと研究室内とでどちらが高い
数値を示したかを示したものである。開眼時、閉眼時ともに、パワースポットでの指標値
が高くなっているが、とりわけ閉眼時の集中度においてパワースポットの優位が際立って
いることが見て取れる。さらに統計的な有意性を評価するため、パワースポットと研究室
内それぞれで算出した「リラックス度」「集中度」の指標値に対して T 検定をおこなった
結果が表 2 である。 
図 6研究室とパワースポットでの「リラックス
度」「集中度」指数の比較 
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表 1 研究室とパワースポットでの「リラックス度」
「集中度」指数の比較（優位になった被験者数）
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t-検定（一対の標本による平均検定）の
結果、閉眼時の「集中度」の脳波指数にお
いて、有意水準 5％で有意差が認められた
（P(T<=t) 片側の値が0.019746463と0.05
を下回っている）。少なくとも、研究室に
いるよりもパワースポットにいて目を閉
じているときのほうが「集中力が高まる」
という結果が統計的にも裏付けられたこ
とになる。集中度指数はシータ波のベータ
波に対する相対的割合を示す指標であり、
シータ波はしばしば「集中」「ひらめき」「創造性」と関連して論じられていることを考
えると、パワースポットが瞑想や宗教的な修行を行うのに適した場所とみなされ、そのよ
うな場所に神社仏閣などの宗教的施設が数多く建造されてきたことも、あながち理由のな
いことでないのかもしれない。 
 
2.5 考察・今後の取り組み 
閉眼時での脳波の集中度指標値が、研究室内よりもパワースポットの方が高いというこ
とが統計的に示されたとしても、これがそのままパワースポットには何らかの心に影響を
与える要素が存在していることを証明したことにはならない。パワースポットでの脳波測
定では、大学での生活パターンと違い、事前に授業を受けるわけではなく、代わりに電車
に乗ったり、山道を歩いたり、美しい景色を味わったりと、研究室での脳波測定とは随分
異なるプロセスが関わっている。適度な有酸素運動や開放的な空間での経験が脳波に影響
を与えている可能性もある。 
気温差、気圧差、風、地磁気の差など、ほかにもさまざまな要因が考えられるが、とり
あえず被験者の心（脳）の状態にもっとも強く影響を及ぼしていると考えられるのは、計
測前の行動パターンの違いだと思われる。来年度以降は、研究室内で脳波測定を行う前に
近くの公園で一定時間の散歩を行うなど、被験者の行動パターンをさまざまに変えて脳波
測定し、そのデータの比較検討も行う予定である。またパワースポットではない研究室以
外の場所（校庭など）でも脳波計測を行い、違いの有無を検証していきたい。 
さいわい、ゼミ生たちも関心をもって取り組んでくれる研究テーマであるため、もうし
ばらくはこの調査研究を継続できるものと考えている。 
 
 
 
 
表 2 閉眼時の集中度の平均を T-検定した結果 
 研究室 パワーポイント 
平均 0.601874969 0.651415501 
分散 0.005212507 0.007480656 
観測数 23 23 
ピアソン相関 0.073138615
仮説平均との差異 0
自由度 22
t -2.18905492
P(T<=t) 片側 0.019746463
t 境界値 片側 1.717144374
P(T<=t) 両側 0.039492925
t 境界値 両側 2.073873068
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3. グローバルスタディーズ学部での教育研究活動 
3.1 ゼミでの教育研究活動の概要 
張ゼミナール（グローバルスターディズ学部）では、3 年生と 4 年生の学生が在籍し、学
年を超えて活動している。学生がゼミに所属してから、まずは脳の基礎知識の勉強から活
動を始めている。脳関連の書籍を読んだり、インターネット上の教材を使ったりして、脳
の構造や機能、そして脳科学の基本的な研究手法などについて知識を身に付けていく。そ
の後、ゼミ生たちが各自関心を持っているトピックについて調べ、これまでの先行研究を
学び、その勉強結果をまとめてゼミで発表する。そして、ゼミの時は、自分が発表するだ
けでなく、他のゼミ生からの質問に答え、コメントを受けたり、他のゼミ生の発表に質疑
し、意見を述べたりなどして、全員で各トピックについて一緒に考えていく。活発なディ
スカッションを通じて、ゼミ生が様々な意見を取り入れたり、新しいアイデアに気づいた
りして、次のステップの研究調査方向を定めることができる。一方で色々なトピックに触
れることにより、ゼミ生たちの視野が広がり、脳科学への興味が高まるとともに考えも深
められる。 
ゼミ生が数回の発表を経て、自分の研究テーマを決めてから、研究テーマに沿った実験
を検討し始める。実験の設計や実験刺激の評価などに関しても、ゼミで検討し、ゼミのメ
ンバーからの意見を取り入れ、研究を進めて行くことになっている。知識や実験手法を学
びながら、お互いに被験者や計測者となって一緒に実験を遂行していく。 
次節では、ゼミ生の一人が行った卒業研究「脳波の変動による自動車運転時の危険予知
に関する研究」を例として、その研究を指導し、一緒に実験デザインやデータ収集・分析
を行ってきたゼミ担当教員としての視点から、ゼミでの教育研究活動及び研究成果を報告
していきたいと思う。 
 
3.2 脳波の変動による自動車運転時の危険予知に関する研究 
 
3.2.1 自動車運転時の危険予知について 
近年、車の自動運転についての話題が良く耳にされている。自動運転の仕組みとして、
センサーやカメラなどにより周囲の情報を収集し、その情報を分析することで状況を判断
し、車をどう動かすかの意思決定を行っている(二宮、2010)。自動運転車はすでに公道での
試験走行が始まり、現時点では、事故を起こす件数もかなり少ない。ただし、交通事故の
約 8割が車両相互によるものである(西村他、2003)。今後自動運転車が増加することに伴い、
事故の件数が増える可能性もある。自動運転車の安全運転を実現するため、運転時の危険
予知機能をさらに強化させ、あらゆる危険が回避できるようにしなければならない。 
自動運転車は今後増加するものと思われるが、人間の運転する車が完全に消えるのはま
だ遠い将来になると思われる。自動運転車と人間の運転する車が混在している間は、人間
による運転の特徴をつかむことが、自動運転車のさらなる安全運転の確保に役立つ。人間
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が自動車を運転する際には、事故を起こさないため常に周囲の情報を判断している。周囲
の危険が予知される時には、直ちに危険回避の行動を取らければならない。人間は危険予
知という情報処理を瞬間的に完成させ、本能的にとても効率よく行っている。しかし、人
間が危険予知を行う際の脳内の仕組みはまだ十分には解明されていない。この仕組みが解
明されれば、人間の運転行動の特徴がさらに明らかとなり、人間が運転する車に対応でき
る安全性の高い自動運転車の開発につながっていくだろう。一方、人間の危険予知に関す
る脳内の仕組みが解明できれば、人間の脳に学ぶことで、さらに効率の高い危険予知を可
能にした自動運転車が誕生すると期待される。 
張ゼミでは、自動車運転に興味を持つ一人のゼミ生が、人間が自動車運転時の危険予知
を卒業研究テーマにし、脳波計測研究にチャレンジした。この研究にゼミ生全員が参加し、
一緒に考えたり、議論したり、実験を行ったり、データ分析を手伝ったりして、脳科学を
応用した調査研究プロセスを体験した。 
 
3.2.2 自動車運転時の危険予知反応を把捉するための実験設計について 
自動車運転時に危険予知が行われる瞬間の脳波を計測するため、被験者に刺激を見せな
がら脳波を計測する手法を用いた。実験刺激をどのようなものにするかについては、ゼミ
生全員で議論した。刺激として運転時の静止画もしくは動画のどちらを使用するかについ
て、実際のサンプル例を用いて検討を行った。結論として、被験者に運転している状況を
実感してもらうため、動画を採用することにした。比較のため、安全運転と危険運転の 2
種類の動画を用意することになった。危険運転の動画については、当初、車と歩行者、車
とバイクなど様々な場面での危険シーンの利用を検討したが、事故の想定を自動運転車と
手動運転車の車間事故に限定するため、自動車間の危険シーンのみを実験刺激とした。 
安全運転及び危険運転の動画については、実際の運転時に録画された動画を使用するこ
とも検討したが、条件や数を揃えるのは困難なため、ドライビングゲームのシミュレーシ
ョンで録画された動画を使用することとした。オープンワールド型アクションゲーム『ウ
ォッチドッグス 2』で再現されたサンフランシスコの市街を走行する際の運転状況を録画し、
約 5 秒間の刺激動画を作成した。動画作成する時に、どのようなシーンが現実に近く、か
つ危険予知しやすいかについても、作成したサンプル動画を用いて、ゼミ時に全員で検討
し、実験に適切な刺激動画の構成を決めた。各危険運転動画につき危険状況の発生を 1 回
刺激動画
約5秒間
赤色注視点
最大2秒間
黒色注視点
2.5秒間セッション開始 
24 回繰り返し 
図 7: 実験刺激の提示タイムフォロー 
被験者に危険状況の有無を判
断してもらい、赤色注視点が表
示されている間にキーを押し
てもらう。
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のみとし、その発生タイミングをランダムにした。 
実際の脳波測定実験には計 48 個の危険運転動画及び 24 個の安全運転動画を使用した。
これらの動画を 4 つのセッションに分け、各セッションは危険運転動画 16 個と安全運転動
画 8 個で構成した。3 つのセッションにすべて異なる動画、もう 1 つのセッションに他のセ
ッションと重複した動画を使用した。すべての動画はランダム順に提示され、動画と動画
の間には、黒色または赤色の注視点のみが表示された 2 種類の注視点画面が挟まれている。
黒色の注視点は動画刺激が提示される直前に 2.5 秒間表示され、その間被験者は何もせずに
次の刺激動画が提示されるまで待機する。一方、赤色の注視点画面は動画刺激の提示終了
直後に提示され、被験者がその直前に提示された刺激動画を危険運転動画か、安全運転動
画かを判断し、それぞれに対応するキーボードのキーを押してもらう。キーが押されたら
赤色の注視点が消え、黒色の注視点の表示画面に切り替わり、次の動画を提示するサイク
ルに進む。キープレスがない場合、赤い注視点は最大 2 秒間表示される。図７に実験刺激
提示のタイムフローを示した。 
 
3.2.3 脳波計測実験について 
脳波測定実験の刺激を設計通りに提示するために、Opensesame という刺激提示用のフ
リーソフトウェア(Mathot, S., et al., 2012)を使用した。ゼミでの教育内容の一つとして、
ゼミ生全員にOpensesameでの刺激提示プログラムの作成方法を勉強させた。Opensesame
は Graphic User Interface を持ち、Python プログラミング言語による Script もサポート
している。実際に Opensesame で刺激提示プログラムを作成した際には、Graphic ベース
で基本的な刺激提示命令を作成したうえで、細かい設定や効率の良い刺激提示プログラム
にするために Script も利用した。 
脳波測定には、Emotiv EPOC (Emotiv Inc.)という携帯型簡易脳波測定計を使用した(図
8)。Emotiv EPOC には 14 Channel の脳波測定センサーが搭載され、脳波信号の収集にワ
イヤレス送信方式が採用されている。 
  
図 9: 実験時の脳波測定装置を
装着・調整時の風景 
図 8: Emotiv, Inc社の簡易脳波測
定計 Emotiv EPOC 
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実験時に刺激提示用 PC と脳波データ収集用 PC をそれぞれ用意し、計 2 台の PC を使用
した。脳波データにも刺激提示タイミングを記録させるため、2 台のパソコンをシリアポー
ト経由で RS-232 ケーブルを使って接続した。 
実際の脳波測定実験では、ゼミ生がお互いに被験者や計測者となり、実験を遂行した。
図 9 は実験時の脳波測定装置を装着及び調整した時の風景を撮ったものである。 
 
3.2.4 データ分析と結果について 
脳波測定実験で収集した脳波データを脳波解析フリーソフト EEGLAB (Delorme, A. & 
Makeig, S., 2004) を利用して分析を行った。EEGLAB は MathWorks 社が開発した数値計
算用ソフトウェア MATLAB をベースとしている。データ分析した時、まずはベースライン
を除去し、そしてフィルタリングによって脳波信号帯域以外の周波数を排除した。その後、
危険運転動画刺激に対しては、想定した危険発生時点を中心に、前後各 900 ms 間の脳波デ
ータのみを取り出し、分析を行った。一方、安全運転動画刺激に対しては、動画開始後 3
秒の時点を中心として、同じく前後各 900 ms 間の脳波データを取り出し、分析を行った。
さらに、独立成分分析(ICA)手法を用いてデータ分析を行い、ノイズ（アーティファクト）
成分を分離したうえで、人間の脳波特徴を持った成分のみに注目した。 
脳波データを分析した結果、危険運転刺激と安全運転刺激に対する脳波変動には異なる
傾向が見うけられた。図 10 と図 11 はある被験者における脳波データの分析結果例である。
図 10 は危険運転刺激に対する脳波変動の分析結果であり、図 11 は安全運転刺激に対する
脳波変動の分析結果である。 
図 10、図 11 に類似した空間分布を持つ脳波成分が表示されている。空間的な分析結果(左
上のマップ図)から見ると、脳活動は右側の真ん中から後頭葉あたりまで活発になっている
図11: 安全運転刺激に対する脳
波データ分析結果の一例 
図10: 危険運転刺激に対する脳
波データ分析結果の一例 
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ことが分かる。危険運転刺激の方（図 10）の脳活動の分布はもっと広く、強度も少し高く
なっていることがみてとれる。 
右上の時間系列上の分析結果を見ると、危険運転刺激の方（図 10）は危険発生時点(0 ms)
の前、約-300 ms から-200 ms の時間帯に活発な脳活動が見られる。しかし、このような脳
活動は安全運転刺激の方（図 11）では見られない。従って、この脳活動は危険予知と関連
していることが推測される。 
一方、下の周波数分析結果を見ると、両方の刺激に対し、12 Hz 近辺にパワーピークが存
在していることが分かる。つまり、両方の刺激に対しα波が観察される。ただし、安全運
転の方はα波の強度がもう少し高く、7 Hz 近辺（θ波）, 19 Hz 近辺（β波）にも周波数の
ピークが現われていた。これらは安全運転時に気持ち良く、運転に集中している時の脳活
動によるものかもしれない。 
以上のことから、危険運転刺激と安全運転刺激に対する被験者の脳内活動に相違が存在
することが推察できる。 
 
3.3 考察・今後の取り組み 
今回、ゼミで教育研究活動を通じて、学生への脳科学入門教育を行い、その教育研究環
境の構築を試みた。これによりゼミ生は脳科学の基本知識の学習から、実験手順及びデー
タ解析方法の習得、さらに自ら課題を発見し、実験設計、データ収集・分析するまでの一
連の脳科学の研究活動を体験することができた。また、活発なディスカッションやチーム
ワークを通じて視野が広がり、同時にチームワークの大切さと楽しさも感じることができ
た。 
また、脳波の変動による自動車運転時の危険予知に関する研究活動を通じて、危険運転
刺激と安全運転刺激に対して脳内活動が異なっていることを明らかにすることができた。
この課題についてはある一定の研究成果が得られたように思えるが、危険予知の仕組みを
解明するためには、さらなる追加実験とより深いデータ分析を行う必要があると考える。
被験者の数を増やすこともより説得力ある結果を導き出すためには不可欠である。 
また、今回の研究に使用した脳波測定装置のヘッドセットは固定サイズであるため、被
験者ごとの頭部への適合性が不十分であり、装着時にセンサーによる脳波信号の感知度を
上げるため、手間や調整時間がかかる場合もあった。今後は様々な被験者の頭部に柔軟に
対応し、高感度に脳波を測定できる脳波測定装置の導入を検討する必要があると思われる。 
 
 
4. おわりに 
今回の共同研究では、良峯ゼミと張ゼミの学生に脳科学入門教育を行い、アクティブラ
ーニング祭での発表としてその成果を公表することができた。これらの教育研究活動を通
じ、ゼミ生全員が脳波測定の実際的なノウハウを身につけることができただけでなく、結
138 
論をより説得力のあるものにするために、どのような調査や実験を行うべきなのかを自ら
考え、計画するよい機会になったと考える。こうした多摩大ゼミ教育の実践のために有意
義な補助を頂いたことをあらためて感謝したい。 
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